
が
ん

に
よ

り
死

亡
す

る
人

の
減

少
が

ん
の

年
齢

調
整

死
亡

率
（
75

歳
未

満
、

人
口
10

万
人

当
た

り
）
を

平
成
29

年
度

ま
で

に
20

％
減

少
さ

せ
る

。
す

べ
て

の
が

ん
患

者
及

び
そ

の
家

族
の

苦
痛

の
軽

減
並

び
に

療
養

生
活

の
質

の
維

持
向

上
全

体
目

標

部
会

が
担

当
す

る
分

野
の

課
題

と
目

標

施
策

毎
の

ア
ウ

ト
カ

ム
目

標

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
1

で
導

き
出

さ
れ

た
対

策
項

目

施
策

毎
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

施
策

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

【
ｱ

ｳ
ﾄｶ

ﾑ
1】

新
沖

縄
県

保
健

医
療

計
画

に
お

け
る

が
ん

専
門

施
設

で
、

院
内

が
ん

登
録

を
行

わ
れ

る
。

＜
指

標
＞

地
域

が
ん

登
録

・
院

内
が

ん
登

録
実

施
施

設
数

、
Ｄ

Ｃ
Ｏ

【
対

策
項

目
1】

院
内

が
ん

登
録

を
実

施
す

る
た

め
の

情
報

提
供

体
制

の
強

化

中
間

目
標

罹
患

数
と

死
亡

数
の

比
が
1.
5～

1.
7。

25
施

設
で

Ｑ
Ｉが

測
定

さ
れ

る
。

指
標

①
罹

患
数

と
死

亡
数

の
比

（
Ｉ／

Ｍ
比

）
②

Ｑ
Ｉ（

標
準

的
な

診
療

が
ど

の
程

度
行

わ
れ

て
い

る
か

の
実

行
率

）

測
定

方
法

①
届

出
数

と
人

口
動

態
統

計
の

死
亡

数
の

比
②

必
要

な
項

目
を

カ
ル

テ
か

ら
収

集

最
終

目
標

罹
患

数
と

死
亡

数
の

比
1.
8～

2.
0。

す
べ

て
の

施
設

で
Ｑ

Ｉが
測

定
さ

れ
,が

ん
医

療
の

質
の

向
上

が
は

か
ら

れ
て

い
る

。

指
標

①
罹

患
数

と
死

亡
数

の
比

（
Ｉ／

Ｍ
比

）
②

Ｑ
Ｉ（

標
準

的
な

診
療

が
ど

の
程

度
行

わ
れ

て
い

る
か

の
実

行
率

）

測
定

方
法

①
届

出
数

と
人

口
動

態
統

計
の

死
亡

数
の

比
②

必
要

な
項

目
を

カ
ル

テ
か

ら
収

集

【
目

標
】
が

ん
対

策
の

計
画

を
す

る
た

め
の

基
礎

デ
ー

タ
が

整
っ

て
、

活
用

さ
れ

て
い

る

【
施

策
１

】
沖

縄
県

内
の

地
域

お
よ

び
院

内
が

ん
登

録
の

実
施

状
況

を
公

開
す

る
。

【
ｱ

ｳ
ﾄﾌ

ﾟｯ
ﾄ】

地
域

お
よ

び
院

内
が

ん
登

録
の

実
施

調
査

の
結

果
を

更
新

し
、

公
開

す
る

。

対
象

：
が

ん
専

門
施

設

【
施

策
２

】
が

ん
登

録
を

は
じ

め
る

に
あ

た
っ

て
の

説
明

会
を

企
画

・
開

催
す

る
。

【
ｱ

ｳ
ﾄﾌ

ﾟｯ
ﾄ】

20
16

年
3月

ま

で
に

、
が

ん
専

門
施

設
す

べ
て

で
院

内
が

ん
登

録
を

実
施

す
る

。

【
施

策
４

】
一

般
向

け
に

院
内

外
に

院
内

が
ん

登
録

に
関

す
る

広
報

活
動

を
行

う
。

【
ｱ

ｳ
ﾄﾌ

ﾟｯ
ﾄ】

多
く
の

県
民

が
、

が
ん

登
録

の
情

報
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

【
ｱ

ｳ
ﾄﾌ

ﾟｯ
ﾄ】

毎
年

演
題

を
出

し
、

部
会

委
員

が
発

表
す

る
。

ま
た

、
学

会
に

て
最

新
の

情
報

を
収

集
す

る

【
施

策
３

】
が

ん
登

録
部

会
の

活
動

を
学

会
報

告
お

よ
び

実
績

を
論

文
化

す
る

。

活
動

計
画

概
要

平
成
27

年
度

が
ん

登
録

部
会

【
ｱ

ｳ
ﾄｶ

ﾑ
3】

登
録

の
重

要
情

報
に

欠
損

が
な

い
入

力
が

で
き

て
い

る
。

＜
指

標
＞

5大
が

ん
の

ス
テ

ー
ジ

入
力

率

【
対

策
項

目
3】

地
域

お
よ

び
院

内
が

ん
登

録
実

務
者

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ

【
ｱ

ｳ
ﾄｶ

ﾑ
2】

地
域

が
ん

登
録

の
情

報
が

ち
く
じ

医
療

機
関

・
行

政
・
市

民
に

届
く
。 【
対

策
項

目
2】

地
域

が
ん

登
録

作
業

の
労

に
対

す
る

、
医

療
機

関
へ

の
情

報
還

元
体

制
の

整
備

【
対

策
項

目
4】

よ
り

詳
細

な
院

内
が

ん
登

録

の
実

施

【
ｱ

ｳ
ﾄｶ

ﾑ
5】

が
ん

診
療

の
質

が
向

上
す

る ＜
指

標
＞

Ｑ
Ｉの

点
数

【
対

策
項

目
5】

が
ん

診
療

の
質

の
把

握

【
ｱ

ｳ
ﾄｶ

ﾑ
4】

5大
が

ん
の

詳
細

な
情

報
が

把
握

で
き

る
。

【
施

策
５

】

拠
点

病
院

の
が

ん
登

録
情

報
を

定
期

的
に

開
示

す
る

。

【
ｱ

ｳ
ﾄﾌ

ﾟｯ
ﾄ】

そ
れ

ぞ
れ

が
希

望
す

る
形

で
登

録
情

報
が

公
開

さ
れ

る
。

【
施

策
６

】
拠

点
病

院
で

予
後

調
査

を
実

施
し
5大

が
ん

の
生

存
率

を
算

定
す

る
。

【
ｱ

ｳ
ﾄﾌ

ﾟｯ
ﾄ】

県
で

統
一

し
た

予
後

調
査

方
法

を
決

定
し

、
調

査
を

行
う

。

生
存

率
を

算
定

す
る

。

【
施

策
７

】
沖

縄
県

内
で

が
ん

登
録

研
修

会
を

企
画

・
開

催
す

る
。

【
ｱ

ｳ
ﾄﾌ

ﾟｯ
ﾄ】

年
に
4回

開
催

し
、

20
0名

の
実

務
者

が
参

加
す

る
。

【
施

策
８

】
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
の

実
務

者
研

修
に

参
加

す
る

。

【
ｱ

ｳ
ﾄﾌ

ﾟｯ
ﾄ】

20
16

年
3月

ま
で

に
、

が
ん

専
門

施
設

す
べ

て
で

初
級

修
了

者
が

誕
生

す
る

。

【
施

策
９

】
拠

点
病

院
に

お
い

て
米

国
の

co
lla
bo

ra
ti

ve
st
ag
in
g

登
録

を
行

う
。

【
ｱ

ｳ
ﾄﾌ

ﾟｯ
ﾄ】

拠
点

病
院

で
、

co
lla
bo

ra
ti

ve
st
ag
in
g

登
録

を
行

い
、

結
果

を
分

析
す

る
。

【
施

策
１

０
】

拠
点

病
院

に
お

い
て

が

ん
診

療
の

質
の

評
価

を
行

い
、

が
ん

医
療

の
質

が
向

上
す

る
。

【
ｱ

ｳ
ﾄﾌ

ﾟｯ
ﾄ】

拠
点

病
院

の
が

ん
診

療
の

質
の

評
価

を
行

う
た

め
Ｑ

Ｉの

測
定

・
評

価
を

継
続

的
に

行
う

。
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平成２６年度６回沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会議事要旨 

日 時 ： 平成２７年２月１７日（火） １５：００～１７：３０ 

場 所 ： 琉球大学医学部附属病院 がんセンター 

出席者 ： １１名 

安里邦子（中部徳洲会病院）、当間豊（県立中部病院）、平安政子（那覇市立病院）、

宮里貴子（北部地区医師会病院）、金城香澄（県立八重山病院）、嵩本津久美（県立

八重山病院）、戸倉さおり（県立宮古病院）、仲本奈々（琉大病院がんセンター）、増

田昌人（琉大病院がんセンター）、天野明日香（医療の質向上センター）、髙橋ユカ

（陪席：琉大病院がんセンター） 

欠席者 ： 宮國絵梨奈（県立中部病院）、翁長道代（県立八重山病院）、糸洲名子（沖縄県衛生

環境研究所） 

 [報 告] 

１． 平成２６年度第５回沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会議事要旨（資料１） 

平成２６年度第５回沖縄県がん診療連携協議会がん登録部会議事要旨が承認された。 

２． 全国がん登録の開始について（資料２） 

平成２８年１月施行の「全国がん登録」について、資料２に基づき仲本から報告があ

った。２０症以上の病院（精神科病棟も対象）と、県から指定を受けた診療所が情報提

出の対象となる。全国がん登録がはじまるにあたり、院内がん登録実務者が担うべき役

割について、引き続き情報収集していくこととなった。なお、資料２については非公開

のものであるため、部会以外で公表しないよう確認された。 

 [協 議] 

１． 平成２７年度第１回院内がん登録研修会について（資料３） 

資料３に基づき、来年度の研修会について協議された。研修内容、講師、開催時間、

開催場所について承認された。開催日については、４月１８日（土）また２５日（土）

に開催することで講師と再度調整し、参加対象・人数については制限を設けないことで

承認された。平成２７年度の研修会について、開催回数、内容等は、引き続き情報収集

を行った上で改めて検討することが承認された。 

２． がん登録部会事業計画について（資料４）

資料４と当日資料（２枚）に基づき、事業計画の全体的な見直しと優先順位について、

がん政策部会から新たに提案された施策・指標マップを使い協議された。施策１につい

て、地域がん登録と院内がん登録の棲み分けを図るため院内がん登録のみとし、指標と

して院内がん登録の実施施設数とすることとなった。施策２について大幅な変更はせず、

病床数２０床以上の病院に勤務する受講者の院内がん登録実施数を指標とすることとな

った。施策１～２の中間アウトカムについて、全国がん登録開始を視野に入れ、「がん専

門施設」から「病床数２０以上の病院」に変更することとなった。施策３についても大

幅な変更はせず、指標として学会等で得た先進情報の活用状況（情報を参考に実施）と、

資料２３－２



情報提供（他院からの問合せなど）をどの程度行うことができたかを数値化していくこ

ととなった。施策４について大幅な変更なし。指標として HP など一般公開を行ってい

る情報の整備状況、HP におけるがん関連情報のアクセス数、満足度調査（来院経路）・

院内がん登録に関する公開講座でのアンケート調査を実施することとなった。施策５に

ついても沖縄県がん診療連携拠点病院院内がん登録成の継続と、報告書の内容を HP 上

で一般公開を行い、報告書の配布数、HP のアクセス数を指標とすることとなった。施

策６は、県で統一した予後調査方法を確立し、そこから算定された生存率を指標とする

こととなった。施策４～６の中間アウトカムは、「地域がん登録」を「院内がん登録」と

し、市民を県民に変更することとなった。施策７について大幅な変更はせず、研修会を

受講した院内がん登録実施施設の参加率を指標とすることとなった。施策８は国立がん

研究センターで開催される実務者研修会について、情報提供を行うこととし、がん登録

資格保持者率を指標とすることとなった。施策９について平成２７年度は削除し、施策

１０を施策９とすることになった。施策９について大幅な変更はせず、標準治療の実施

率を指標とすることとなった。中間アウトカムについては現状のままとした。施策３、

施策７・８の中間アウトカムについては再検討事項とし保留とした。なお、施策５・６・

７・９をがん登録部会の最優先施策とし、平成２７年度は活動することが承認された。 

 

３． 沖縄県がん診療連携拠点病院における院内がん登録に関する 

Web サイトについて（資料５） 

資料６に基づき、沖縄県がん診療連携協議会の HP に、資料のようなサイトを新たに

追加し、利用者にとって知りたい情報をグラフや図などを用いて視覚的にわかりやすく

提供していくことが、仲本より報告された。部会委員より、施設ごとの部位別件数がわ

かるようにしてほしいと要望があり、検討し引き続き進めていくことで承認された。 

 

４． 平成２６年度がん登録部会委員一覧（資料６） 

 糸洲委員の所属名に間違いがあったため訂正した。 

 

５． 次回の開催日程について 
次回の平成２７年度第１回がん登録部会は、研修会前日の平成２７年４月１７日（金）

もしくは２４日（金）１５：００～に開催予定で調整することが承認された。 
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